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熊本県賞

くまもと景観賞

地域資源活用総合交流促進施設（交流センター）
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まちづくり予算
　　　平成２２年度
芦北町当初予算総額

4,599 万 7 千円157 億
限られた財源で、まちづくりの成果をいかに上げて
いくかに知恵を絞った新年度の予算がスタートしま
した。町にはどのような財源があり、どのように使
われるのかについてわかりやすく説明します。

　

一
般
会
計
と
は
、
町
の
行
政
経
営
に
必
要
と

な
る
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計
の
こ
と

で
す
。
予
算
額
は
昨
年
と
比
較
し
て
９
０
０
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
末
に
地
域

の
活
性
化
及
び
経
済
対
策
を
目
的
に
「
地
域
活

性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」
が
国
か
ら

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
取
り
組
む
予
定
の

事
業
を
そ
の
交
付
金
を
充
て
て
前
倒
し
で
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
そ
の
分
も
含
め
ま
す
と
総
額

９
６
億
５
７
０
１
万
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
は
、
景
気
の
悪
化
に
よ
る
税
収
の

大
幅
な
減
収
を
見
込
み
、
法
人
町
民
税
が

５
７
７
８
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

方
交
付
税
が
１
億
円
増
加
し
ま
し
た
の
で
、

昨
年
度
と
同
程
度
の
収
入
を
維
持
で
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
借
入
に
つ
い
て
は
、

８
億
８
７
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建

設
地
方
債
を
１
億
５
０
９
０
万
円
に
抑
制
し
て

お
り
、
残
り
は
国
の
制
度
上
の
借
入
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
国
の
制
度
上
の
借
入
に
つ
い

て
は
、
返
済
額
の
ほ
と
ん
ど
を
国
が
助
成
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
新
規
事
業
と
し
て
子
ど
も
手
当
支

給
事
業
の
２
億
７
８
６
３
万
円
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
改
築
事
業
１
８
８
５
万
円
、
女
島
活
力

推
進
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
９
０
０
万
円
、
不
知

火
高
接
園
計
画
更
新
事
業
２
０
０
万
円
、
Ｖ
・

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
招
致
事
業
２
０
０
万
円
、
結

婚
支
援
事
業
７
２
万
円
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

本
年
度
で
事
業
が
完
了
し
ま
す
芦
北
清
掃
セ

ン
タ
ー
解
体
整
備
事
業
２
億
３
８
９
５
万
円
、

昨
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
排
水
対
策
事
業

４
億
９
３
４
２
万
円
も
引
き
続
き
計
上
し
ま
し

た
。

一般会計当初予算
９４億５, ５００万円

土木費
道路や河川の整備に
　４９, ３１６円

総務費
魅力的なまちづくりや
効率的な行政経営に
　６３, ４３６円

衛生費
ごみ処理や病気予防に
　５８, ７６８円

商工費
商工業や観光の振興に
　１３, ５２０円

消防費
消防活動や防災に
　１６, ０３１円

農林水産業費
農林水産業の振興に
　２７, ５０７円

公債費
借金の返済に
　６２, ８４０円

民生費
高齢者・障がい者・子
育てに
１２９, ９０４円

議会費ほか
議会経費や予備費など
　　５, ５０４円

教育費
小・中学校や図書館、
生涯学習活動に
　３６, １３２円

町民一人あたりの歳出予算額は
「４６万２, ９５８円」

町民一人当たりの町税額は
「７万１, ８３９円」

会　計　名 22 年度予算 増減率

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 32 億 6,200 万円 ▲ 0.2％

老人保健事業 30 万円 ▲ 95.7％

後期高齢者医療事業 2 億 6,870 万円 10.3％

介護保険事業 18 億 7,930 万円 4.4％

簡易水道事業 1 億 1,380 万円 48.6％

農業集落排水事業 2 億 1,170 万円 ▲ 29.1％

生活排水処理事業 6,070 万円 ▲ 0.7％

町有温泉事業 1 億 590 万円 0.1％

奨学資金貸付事業 2,330 万円 ▲ 6.0％

水道事業（公営企業） 3 億 6,529 万 7 千円 13.1％

合　　計 62 億 9,099 万 7 千円 1.3％

　特別会計と水道事業会計（公営企業）の総予算額は
６２億９，０９９万７千円となりました。昨年と比較し
て８，１２２万３千円増加しました。主な要因として、
次のことがあげられます。一つは、町内にグループホー
ム、有料老人ホームが新設されることに伴い、介護保険
事業会計の支出が増加したこと。次に、水道事業におい
て集中監視設備の老朽化に伴う改修を行い、同時に簡易
水道事業の監視設備も統合することにより以後の監視業
務の合理化を図る改修工事を行うため両会計において支
出が増加したことがあげられます。

特別会計（水道会計含む）
予算総額６２億９, ０９９万７千円

議会費　1.1％
1 億 617 万円

商工費　2.9％
2 億 7,611 万 3 千円

予備費等　0.1％
6,252 万円

消防費　3.5％
3 億 2,740 万 1 千円

教育費　7.7％
7 億 3,791 万 5 千円

土木費　10.7％
10 億 718 万 5 千円

衛生費　12.7％
12 億 22 万 2 千円

民生費　28.1％
26 億 5,302 万 2 千円

総務費　13.7％
12 億 9,555 万 3 千円

公債費　13.6％
12 億 8,338 万 6 千円

農林水産業費　5.9％
5 億 6,178 万 1 千円

歳出
各種交付金　2.5％
2 億 3,618 万円

地方譲与税　1.4％
1 億 2,910 万 1 千円

使用料及び手数料　2.5％
2 億 3,151 万 3 千円

繰入金　1.5％
1 億 4,305 万 4 千円

分担金及び負担金　1.4％
1 億 3,100 万 7 千円

諸収入・財産収入　1.5％
1 億 4,526 万 3 千円

繰越金　2.1％
2 億円

町税　15.5％
14 億 6,716 万 7 千円

地方交付税　46.5％
44 億円

国庫支出金　8.4％
7 億 9,104 万円

県支出金　7.3％
6 億 9,277 万 5 千円

町債　9.4％
8 億 8,790 万円

歳入

※お問い合わせ
　企画財政課財政係　☎８２−２５１１（内線２５１）

人口 20,423 人（平成 22 年 1 月 1 日現在）で算出

一
般
会
計
で
の

（昨年よりも９００万円増）

税負担の約６. ４倍の行政サービス
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当初予算の主な使い道（一般会計） 　皆さまの生活に密着している事業や、新規に着手する事業など町の予算の主な使
い道について、芦北町総合計画の６つの政策ごとに紹介します。

●牛の水漁港整備事業
　１, ９０５万円
　牛の水地区の活性化のため、
道路整備や漁具修理用地、水産
加工施設等の整備を行います。

●不知火高接園計画更新事業
　２００万円
　特産品である「不知火」の品
質安定化のため、不知火高接園
の改植推進に対する助成を行い
ます。

●芦北町木造住宅建築支援事業
　１, ８００万円
　町内産の木材需要の拡大と定
住促進のため、町産材を一定の
割合使用した住宅を新築・改
築・増築する方を支援する事業
です。
●船揚げ施設利用促進事業
　１４０万円
　漁船の定期的な維持管理を推
進するため、船揚げ施設利用に
対して助成を行うものです。
●間伐等森林整備促進対策支援
　事業　１, ８４０万円
　森林の公益的機能の維持増進
及び間伐材の安定供給のため、
条件不利地で整備の行われてい
ない森林作業路網の整備等を行
います。今年度は、作業路吉尾
線の整備を実施します。

●特別雇用対策事業
　７, １２７万円
　町内の離職者の雇用機会の創
出のため、町が臨時職員を雇用
する事業です。町道の除草作業
や台帳整備、保育士の補助等を
していただきます。
●芦北型放牧推進事業　
　４７万円
　遊休農地を活用して行う、繁
殖牛の放牧事業に対して助成を
行います。

●子ども手当支給事業
　２億７, ８９９万円
　次世代の社会を担う子どもの
ために、子どもを養育されてい
る方に手当を支給します。

●学童保育事業　５１万円
　保護者が昼間家庭にいない小
学生低学年児童を対象に、田浦
福祉センターで見守り保育を行
う事業です。今年度からは、土
曜日や長期休暇中も対応できる
よう事業を拡大します。

●白岩地区、計石地区排水対策
　及び湯北都市下水路整備事業
　４億９, ３４２万円
　大雨による冠水被害解消のた
めポンプ場、管渠等の工事を行
う事業です。
●障害者自立支援給付等事業
　３億９９５万円
　障害者自立支援福祉法に基づ
く障害者自立支援給付に位置づ
けられているサービスを障害者
の方々に提供します。
●消防機材・施設整備事業
　３, ７２４万円
　消防設備の整備を行っていく
事業です。今年度は、積載車１
台、小型ポンプ２台の更新や５
箇所の防火水槽の設置、消火栓
新設等を計上しています。

●清掃センター芦北事業所解体
　整備事業  ２億３, ８９５万円
　業務の効率化を図るため、芦
北事業所及び田浦事業所の２ヶ
所の清掃センターを統合しま
す。平成２１年度までに、旧施
設の解体工事等が完了しまし
た。今年度は、ストックヤード
の建設工事に着手します。

●学校ＩＣＴ支援事業
　３９９万円
　平成２１年度に導入した電子
黒板等のＩＣＴ（情報通信技術）
機器の有効活用を推進するため
の経費を計上しています。

●Ｖ・プレミアリーグ招致事業
　２００万円
　合併５周年記念事業の一環と
して、日頃触れる機会の少ない、
日本トップレベルのバレーボー
ルの試合を招致します。
●カンボジア音楽教師・韓国自
　治体職員研修受入事業
　２５４万円
　カンボジアや韓国からの研修
生を受け入れます。また、町民
の皆さまが外国の方と触れあう
ことにより、国際的な人づくり
と地域の国際化の推進を目指す
事業です。

●学校給食センター改築事業　
　１, ８８５万円
　老朽化が進んでいる佐敷、田
浦の両学校給食センターを改
築・統合します。今年度は、実
施設計にかかる経費を計上して
います。
●放課後子ども教室推進事業
　１６５万円
　地域社会の中で、放課後や週
末等に子どもたちが安全で安心し
て、健やかに育まれるよう、地域
の方々の参画を得ながら学習やス
ポーツ・文化活動、地域住民との
交流活動などを実施します。

●住宅用太陽光発電システム設置助成事業
　３６８万円
　温室効果ガスの排出
削減と新エネルギーの
普及を目的として、住
宅用太陽光発電システ
ムの設置に対して助成
を行います。
●地方バス運行対策事業
　３, ８８０万円
　交通弱者の交通手段確保のために、赤字バス
路線に対して補助を行っています。しかしなが
ら、年々経費が増加しています。今年度は、ス
クールバスを活用したバス路線の再編検討を行
い経費拡大の改善を目指します。

●結婚支援事業　７１万円
　定住化促進を目的として、町民の皆さまに出
会いの場を提供する事業です。
●芦北町まちづくり支援事業　８００万円
　町内の８５地区
の主体的な活動を
支援するために、
補助対象経費の８
割を助成する事業
です。地域でのお
祭りや環境美化活
動、特産品の開発
や地域の伝統行事
などの事業に助成
しています。

豊かな心の人づくり

生活を支える基盤づくり 魅力的な地域づくり

効率的な行政組織づくり

●広報紙発行事業　６７５万円
　町民と行政との協働によるまちづくりのため、
様々な町の情報を積極的に分かりやすく住民の皆
さまに提供しています。毎月「広報あしきた」と

「まちだより」を全世帯に配布します。

●合併５周年記念式典事業　３０万円
　合併後５周年を迎え、町民の調和、町の発展を
願って記念式典を開催します。その外、合併５周
年を祝って各イベントにおいても、さまざまな記
念事業を計画し、予算計上しています。

人にやさしい快適なまちづくり

生きがいある働き場づくり
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県
民
体
育
祭
八
代
大
会
水
泳
競
技

女
子
25
歳
以
上
バ
タ
フ
ラ
イ
５
０
ｍ
連

続
優
勝
＝
道
園
悠
夏

★
全
国
大
会

▼
第
17
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権

大
会
女
子
団
体
組
手
優
勝
▽
高
峰
沙

並
、
釜
さ
く
ら
（
佐
敷
中
３
年
）、
才

保
な
な
、梅
田
ひ
か
る（
佐
敷
中
２
年
）、

釜
み
な
み
（
佐
敷
中
１
年
）
▼
第
17
回

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
男
子

団
体
組
手
第
５
位
▽
桑
本
裕
一
郎
（
佐

敷
中
３
年
）、山
本
大
悟
、松
本
裕
輔（
佐

敷
中
２
年
）、田
村
嵐
、才
保
佑
一
朗（
佐

敷
中
１
年
）
▼
第
９
回
全
日
本
少
年
少

女
空
手
道
選
手
権
大
会
小
学
３
年
生
の

部
・
第
３
位
＝
田
村
響
（
佐
敷
小
３
年
）

▼
日
清
カ
ッ
プ
第
25
回
全
国
小
学
生
陸

上
競
技
交
流
大
会
走
高
跳
び
第
４
位
＝

本
郷
大
生
（
田
浦
小
６
年
）
▼
第
17
回

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
団
体
戦
第
５
位
＝
向
琴
音
（
田
浦
小

６
年
）
▼
第
58
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
第
５
位
＝
佐
藤
嘉
朗
（
大

津
高
校
３
年
）
▼
第
37
回
全
日
本
空
手

道
選
手
権
大
会
女
子
団
体
組
手
第
２
位

＝
釜
ひ
か
り
（
大
阪
敬
愛
高
校
）
▼
第

37
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
男
子

団
体
組
手
第
３
位
▽
坂
田
宏
樹
、
末
藤

勇
（
佐
敷
中
講
師
）

★
九
州
大
会

▼
第
22
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大

会
九
州
予
選
会
・
第
15
回
全
九
州
わ
ん

ぱ
く
相
撲
大
会
小
学
６
年
の
部
優
勝
＝

村
元
佑
成
（
佐
敷
小
６
年
）
▼
第
56
回

全
九
州
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
混
合
複
優
勝
＝
引
地
恵
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ 

Ｓ
Ｋ
Ｙ
）
▼
第
54
回
全
九
州
社
会
人
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
一
般
女
子
複

優
勝
＝
藤
井
二
美
可
（
芦
北
ク
ラ
ブ
）

▼
第
54
回
全
九
州
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
30
歳
以
上
男
子
複
第
２

位
＝
濱
田
治
孝
（
芦
北
ク
ラ
ブ
）
▼
第

54
回
全
九
州
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
65
歳
以
上
単
第
３
位
＝
引
地

繁
一
（
芦
北
ク
ラ
ブ
）
▼
第
35
回
全
九

州
空
手
道
選
手
権
大
会
男
子
団
体
組
手

優
勝
▽
井
手
口
貴
紀
、
西
山
貴
明
（
芦
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平成２１年度  芦北町スポーツ賞＆文化振興奨励賞

　

３
月
７
日
（
日
）、
平
成
21
年
度
芦
北
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
＆
文
化
振
興
奨
励
賞

の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
平
成
21
年
中
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ま
で
す
。（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

★
全
国
大
会

▼
第
60
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
農
業
鑑
定
（
林
業
部
門
）
最
優
秀

賞
＝
松
下
美
咲
（
芦
北
高
校
３
年
）
▼

第
60
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
（
文
化
・
生
活

部
門
）
優
秀
賞
＝
田
中
綾
（
熊
本
農
業

高
校
３
年
）
▼
第
３
回
高
陽
世
界
押
花

工
藝
大
田
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
＝
串
山

し
ず
子

★
九
州
大
会

▼
第
64
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
高
校

部
門
Ｂ
グ
ル
ー
プ
銀

賞
▽
大
島
由
華
、
本

山
耀
大
（
水
俣
高
校

３
年
）、
稲
富
誉
世
、

吹
本
侑
花
里
、
磧
大

樹
、
山
内
大
夢
、
緒

方
響
、
吉
海
志
乃
、

平
川
綾
那
（
水
俣
高

校
２
年
）、
稲
富
思

寿
代
（
水
俣
高
校
１

年
）

★
熊
本
県
大
会

▼
第
３
回
環
境
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
わ
た

し
の
ま
ち
の
○
と

×
・
熊
本
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
中
学
校
の
部
最

優
秀
賞
＝
堀
田
真
美

（
佐
敷
中
３
年
）

文
化
振
興
奨
励
賞



　

３
月
14
日
（
日
）、

田
浦
運
動
場
で
、
元
プ

ロ
野
球
選
手
３
人
が
葦

北
郡
内
の
少
年
野
球
６

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
日
芦
北
水
俣
販
売

店
が
主
催
し
、
今
回
初

め
て
「
熊
日
・
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
野
球

教
室
」
が
行
わ
れ
、
元

ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス

の
坊
西
浩
嗣

選
手
、
出
口

雄
大
選
手
、

田
中
瑞
季
選

手
が
捕
球
の

仕
方
、
打
撃

の
仕
方
な
ど

野
球
に
つ
い

て
の
基
本
を

丁
寧
に
教
え

て
い
ま
し

た
。
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日赤から災害救援車両配備

　３月５日（金）、日本赤十字熊本県支部から、
赤十字事業推進及び災害時に救援物資を搬送
するなど、多目的に利用できるように軽貨物
自動車（拡声器付き）１台が芦北町に配備さ
れました。
　また、日赤熊本県支部からは、平成１９年
度に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）も配備さ
れています。

山下  等さん満１００歳

　３月２５日（木）、横居木の山下  等さんが
めでたく満１００歳を迎えられました。お祝
いに訪れた竹﨑町長が長寿の慶祝金を贈り、
お祝いの言葉をかけると、「ありがとうござ
います」とお礼の言葉を述べられました。
　山下さんは、週２回ディサービスに通われ
いつまでも元気にお暮らしになることをお祈
りします。

平成２２年芦北町消防点検

　３月１４日（日）、平成２２年消防点検が
地域間交流スポーツグラウンドで、約７００
人が参加して行われました。観閲に引き続き
保育園児、幼稚園児の通常点検と放水が披露
され、小型ポンプ操法が行われました。
◆成績　【規律競技】１位　第８分団
　　　　２位　機動分団　３位　第７分団
　　　　【小型ポンプ操法】１位　第２分団
　　　　２位　第７分団　３位　第８分団

春風を受けて

　３月２１日（日）、芦北海浜公園・鶴ヶ浜
海水浴場をスタート・ゴールに芦北うたせ
マラソン大会が行われました。町内はもと
より県内外から８８０人が参加し、２０km、
１０km、５km、３km の部で男女年齢別の
２２部門で健脚を競いました。
　参加者は、海岸コースを力走した後、芦北
牛やマウンテンバイク等が当たる抽選会を楽
しみました。

新たな特産物を目指して

　３月８日（月）、日本貿易振興機構熊本貿
易情報センター及び米国フードライター８人
が、芦北漁協で試験養殖しているクマモト・
オイスターについて視察に訪れました。
　クマモト・オイスターは、戦後に米国に輸
出され養殖されるようになった「シカメガキ」
です。平成１９年から県水産研究センターで
養殖技術の研究を行っています。味は、マガ
キに比べて濃厚でクリーミーな味です。

誰もが楽しめるスポーツ

　３月７日（日）、御立岬公園キャンプ場で
第２回バリアフリーディスクゴルフ九州大会
in 熊本・芦北大会が選手・スタッフ２８０
人が参加して開催されました。
　ディスクゴルフとは、ゴルフコースを模し
た小型のコースにディスクをバスケットにい
かに少ない投数で入れられるかを競技です。
高齢者や障がい者など気軽に楽しめるスポー
ツです。

元 プ ロ 野 球 選 手 に よ る 少 年 野 球 教 室
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「第２期芦北町行政改革大綱（案）」に対する
意見募集（パブリックコメント）の実施結果

　３月２日（火）から３月１９日（金）まで「第
２期芦北町行政改革大綱（案）」について、パブリッ
クコメントにより町民の皆さまからのご意見を募
集し、2 件のご意見をいただきましたので、ご意
見の概要を公表します。

№ 意見概要 町の考え方
１ （その他）

副 町 長 を ４
人 制 に し て
はどうか。

　今回は、行政改革の方針を示す
行政改革大綱について意見募集を
行っており、具体的な取り組みを
示す実施計画に対するご意見は対
象外となります。
　このご意見は、具体的な取り組
みに対するものでありますので、
今後の参考とさせていただきます。

２ （その他）
テ レ ビ の 放
映 方 法 を 見
直 し て は ど
うか。

　＜募集対象以外の意見であり、
また、本町行政事務ではないため、
町の考え方は示しませんのでご了
承ください。＞

区分 利用区分 利用料

個人利用 グラウンド・ゴルフ
普通券 １人１回 １００円

回数券 １１回分 １, ０００円

専用利用
グラウンド・ゴルフ

８時〜１２時 ５００円

１２時〜１７時 ５００円

その他 １時間当たり ５００円

貸クラブ・ボール（１セット） １人１回につき １００円

区分 利用区分
使用料

（１時間当たり）
空調設備

（コインタイマー式）

和室（小）　10 畳 ２００円 ２００円

和室（大）　20 畳 ４００円 ４００円

小会議室 ２００円 ２００円

大会議室 ６００円 ６００円

料理研修室 ※ガス代含む ５００円 ４００円

多目的ホール

全面利用
スポーツ、文化、産業 ５００円

２, ０００円

その他 １, ５００円

部分利用
一般利用

（１台又は１面）

卓球台 ２００円

バドミントンコート ３００円

バレーボールコート ４００円

その他 ２００円

使　用　料

待望の
岩崎グラウンドが完成

施設概要
●芝生面積　  １７, ８００㎡
　・グラウンド・ゴルフ５面
　（サッカーなどの大会等も利用できます）　
●ウォーキングクコース１周　５３０m
●駐車場面積  　６, ９２２㎡
　・普通車　２２６台
　・身障者用　６台

利　用　料

 薩摩街道ななうら案内人の会会員募集 !!	

						    
　薩摩街道の魅力を伝える案内人にあなたもなっ
てみませんか？
◆対象者　案内人になりたい方はもちろん、薩摩
　街道や水俣芦北地域の観光・物産等に興味があ
　り、薩摩街道を歩いたり、水俣芦北地域の情報
　を出し合い楽しみながら勉強したい方。		
◆年会費　１０００円	
◆入会方法　入会届を提出してください
　入会届設置場所
　・芦北地域振興局 ( 総務振興課）
　・芦北町企画財政課まちづくり推進係		
　・水俣芦北地域観光推進協議会のＨＰ
　　http://www.nanaurameguri.com
						    
※お問い合わせ
　薩摩街道ななうら案内人の会会長
　松原久美子　☎０９０－１９７９－１３２９	

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
が

　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

化 粧 直 し が 終 わ り ま し た

施設概要
●研修棟　１階　和室（２０畳）、和室（１０畳）、小会議室、料理研修室、図書室
　　　　　２階　大会議室
●多目的ホール棟　１階　多目的ホール（バドミントンコート３面の広さ）
　　　　　　　　　２階　展示コーナー、ギャラリー

日本初！
ふく射式床下空調システム

（冷暖房）

※お問い合わせ　生涯学習課生涯学習係　☎８７−１１７１

５月１３日㈭から利用できます！

※お問い合わせ　生涯学習課体育振興係　☎８７−１１７１



【
総
務
課
】
▼
課
長　

井
川
良
一
（
政
策
審
議
員
兼

企
画
財
政
課
長
）
▼
審
議
員　

小
佐
田
貴
栄
（
熊
本

県
警
察
本
部
）
▼
課
長
補
佐
兼
秘
書
広
報
係
長　

下

田
研
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
）
▼
総
務
係
主
幹　

福

田
貴
司
（
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
主
幹
）
▼
総
務

係
主
事　

上
野
寛
道
（
税
務
課
収
納
係
主
事
）、
平

井
早
苗
（
住
民
生
活
課
総
合
窓
口
係
主
事
）
▼
防
災

交
通
係
長　

鳥
居
佳
史
（
住
民
生
活
課
介
護
保
険
係

長
）
▼
秘
書
広
報
係
参
事　

寺
川
廣
治
（
熊
本
県
派

遣
）
▼
秘
書
広
報
係
主
事　

白
本
辰
吾
（
同
総
務
係

主
事
）
▼
情
報
管
理
係
参
事　

鎌
田
富
士
夫
（
同
秘

書
広
報
係
参
事
）
▼
大
野
出
張
所
長　

中
田
さ
ゆ

り
（
田
浦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
総
務
課
付   

窪
田
め
ぐ
み
（
住
民
生
活
課
医
療
年
金
係
主
事
）、

一
田
由
佳
（
田
浦
基
幹
支
所
主
事
）【
田
浦
基
幹
支

所
】
▼
基
幹
支
所
長　

早
川
純
一
（
総
務
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐　

岩
本
秀
人
（
住
民
生
活
課
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
）
▼
主
幹　

溝
下
博
行
（
農
林
水
産
課
農

政
係
主
幹
）
▼
主
事　

宮
尾
扶
美
枝
（
住
民
生
活
課

医
療
年
金
係
主
事
）【
企
画
財
政
課
】
▼
課
長　

井

上
民
男
（
同
課
長
補
佐
）
▼
課
長
補
佐　

寺
川
健
一

（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
出
向
）
▼
政
策
推
進
室

企
画
調
整
係
長　

竹
下
淳
也
（
総
務
課
秘
書
広
報
係

長
）
▼
政
策
推
進
室
行
政
改
革
推
進
係
長　

田
渕
耕

一
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
）
▼
財
政
係
長　

宮

島
昭
典
（
同
政
策
推
進
室
行
政
改
革
推
進
係
長
）
▼

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
主
事　

永
江
彰
悟
（
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係
主
事
）【
税
務
課
】
▼
住
民
税
係
参
事

森
下
み
ゆ
き
（
住
民
生
活
課
総
合
窓
口
係
参
事
）
▼

住
民
税
係
主
事　

岩
間
崇
浩
（
新
規
採
用
）
▼
固
定

資
産
税
係
主
幹　

告
畑
一
彦
（
農
林
水
産
課
林
務
水

産
係
主
幹
）
▼
固
定
資
産
税
係
参
事　

森
有
（
総
務

課
情
報
管
理
係
参
事
）
▼
固
定
資
産
税
係
主
事　

横

山
宗
二
郎
（
福
祉
課
老
人
ホ
ー
ム
主
事
）
▼
収
納
係

長　

元
山
俊
治
（
田
浦
基
幹
支
所
係
長
）
▼
収
納
係

主
事　

城
顕
徳
（
住
民
生
活
課
医
療
年
金
係
主
事
）

▼
地
籍
調
査
室
地
籍
調
査
係
長　

鶴
岡
幸
一
（
福
祉

課
社
会
福
祉
係
長
）
▼
地
籍
調
査
室
地
籍
調
査
係

主
事　

山
川
茂
夫
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
主
事
）

【
住
民
生
活
課
】
▼
課
長　

迫
本
文
雄
（
田
浦
基
幹

支
所
長
）
▼
課
長
補
佐　

一
丸
喜
八
郎
（
同
環
境
対

策
室
長
）
▼
総
合
窓
口
係
参
事　

小
山
知
恵
子
（
税

務
課
住
民
税
係
参
事
）
▼
総
合
窓
口
係
主
事　

黒
田

美
保
子
（
総
務
課
総
務
係
主
事
）
▼
医
療
年
金
係
主

事　

本
村
健
作
（
企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
行
政
改

革
推
進
係
主
事
）、
前
島
知
子
（
総
務
課
付
）、
一
地

寿
人
（
新
規
採
用
）
▼
介
護
保
険
係
長　

窪
田
和
彦

（
企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
企
画
調
整
係
長
）
▼
介

護
保
険
係
参
事　

遠
山
修
司
（
農
林
水
産
課
農
政
係

参
事
）
▼
環
境
対
策
室
長　

楠
原
清
照
（
建
設
課
計

画
係
主
幹
）
▼
環
境
対
策
室
環
境
対
策
係
参
事　

松

野
眞
郎
（
総
務
課
付
）
▼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

寺

川
昭
治
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
）【
商
工
観
光

課
】
▼
観
光
係
主
事　

橋
本
伸
介
（
建
設
課
計
画
係

主
事
）
▼
温
泉
観
光
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
湯
浦
出
張
所

長　

蓑
田
慎
司
（
観
光
係
参
事
）
▼
芦
北
海
浜
総
合

公
園
所
長　

才
保
親
哉
（
建
設
課
土
木
係
参
事
）【
福

祉
課
】
▼
課
長
補
佐　

岩
間
睦
生
（
税
務
課
収
納
係

主
幹
）
▼
社
会
福
祉
係
長　

池
田
康
浩
（
建
設
課
維

持
係
長
）▼
児
童
家
庭
福
祉
係
参
事　

田
中
清
美（
会

計
室
会
計
係
参
事
）
▼
高
齢
者
福
祉
係
主
事　

山
本

望
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
）
▼
障
害
者
福
祉
係

参
事　

大
田
修
久
（
企
画
財
政
課
ま
ち
づ
く
り
推
進

係
参
事
）
▼
湯
浦
保
育
所
長　

宮
森
千
鶴
子
（
同
副

所
長
）
▼
湯
浦
保
育
所
調
理
師　

藤
井
幸
子
（
老
人

ホ
ー
ム
調
理
師
）
▼
田
浦
保
育
所
長　

永
野
ゆ
き
子

（
湯
浦
保
育
所
長
）
▼
老
人
ホ
ー
ム
参
事　

山
下
隆

（
総
務
課
付
）【
会
計
室
】
▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
室

長　

野
口
博
司
（
田
浦
基
幹
支
所
課
長
補
佐
）
▼
会

計
係
参
事　

岩
橋
ゆ
き
子
（
総
務
課
付
）【
議
会
事

務
局
】▼
書
記　

石
兼
千
美
子（
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

参
事
）【
農
林
水
産
課
】▼
課
長
補
佐　

大
塚
雄
二（
教

育
課
長
補
佐
）
▼
農
政
係
長　

栫
浩
之
（
企
画
財
政

課
財
政
係
長
）
▼
農
政
係
参
事　

川
田
康
幸
（
税
務

課
固
定
資
産
税
係
参
事
）
▼
林
務
水
産
係
長　

福
田

誠
治
（
総
務
課
防
災
交
通
係
長
）
▼
振
興
係
技
師　

漆
山
大
輔
（
建
設
課
土
木
係
技
師
）、松
下
祐
樹
（
税

務
課
地
籍
調
査
室
地
籍
調
査
係
主
事
）【
農
業
委
員

会
事
務
局
】
▼
参
事　

平
生
洋
子
（
水
俣
芦
北
広
域

行
政
事
務
組
合
派
遣
）【
建
設
課
】
▼
計
画
係
主
幹

長
船
正
純
（
教
育
課
学
校
教
育
係
主
幹
）
▼
計
画
係

主
事　

前
川
明
宏
（
新
規
採
用
）
▼
土
木
係
参
事　

福
田
鉄
也
（
農
林
水
産
課
振
興
係
参
事
）
▼
土
木
係

技
師　

横
山
貴
之
（
農
林
水
産
課
振
興
係
技
師
）
▼

維
持
係
主
幹　

川
口
日
出
彦
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

出
向
）【
上
下
水
道
課
】
▼
課
長
補
佐
兼
水
道
係
長

湯
野
一
之
（
同
課
長
補
佐
）
▼
水
道
係
主
事　

岩
本

英
次
（
下
水
道
係
主
事
）
▼
下
水
道
係
長　

上
野
孝

司
（
税
務
課
地
籍
調
査
室
地
籍
調
査
係
長
）
▼
下
水

道
係
技
能
士　

白
菊
大
志
（
商
工
観
光
課
芦
北
海
浜

総
合
公
園
技
能
士
）【
教
育
課
】
▼
課
長
補
佐　

本

山
昭
（
農
林
水
産
課
長
補
佐
）
▼
学
校
教
育
係
長　

白
坂
達
也
（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
長
）
▼
学
校
教

育
係
技
師    

松
井
謙
武
（
建
設
課
建
築
係
技
師
）
▼

学
校
教
育
係
主
事　

小
川
宏
達
（
住
民
生
活
課
介
護

保
険
係
主
事
）
▼
田
浦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

倉
永
や
す
子
（
議
会
事
務
局
書
記
）【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
補
佐
藤
井
哲
郎
（
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
公
民
館
佐
敷
分
館
長
）
▼
文
化
振
興
係
主
幹　

藤

井
優
一
（
総
務
課
総
務
係
主
幹
）
▼
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
公
民
館
佐
敷
分
館
長　

川
尾
敏
浩
（
会

計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）
▼
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
参

事　

山
田
蓉
子
（
福
祉
課
児
童
家
庭
福
祉
係
参
事
）

【
出
向
】
▼
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合　

立
岩

登
紀
子
（
住
民
生
活
課
環
境
対
策
室
環
境
対
策
係
参

事
）
▼
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局　

宮
下
祐
一
（
福

祉
課
長
補
佐
）、杉
本
芳
郎（
上
下
水
道
課
水
道
係
長
）

▼
熊
本
県
派
遣　

坂
本
吉
寛
（
教
育
課
学
校
教
育
係

主
事
）
▼
熊
本
県
民
体
育
祭
水
俣
市
葦
北
郡
大
会
事

務
局　

高
島
繁
（
温
泉
観
光
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
湯
浦

出
張
所
長
）、
大
島
幸
輔
（
税
務
課
住
民
税
係
主
事
）

【
退
任
】
後
藤
亨
正
（
総
務
課
審
議
員
）

【
退
職
】
▼
内
山
忠
美
（
政
策
審
議
員
兼
総
務
課
長
）

▼
田
畑
一
實
（
住
民
生
活
課
長
）
▼
徳
尾
眞
徹
（
住

民
生
活
課
長
補
佐
）
▼
久
野
京
子
（
田
浦
保
育
所
長
）

▼
一
宮
洋
子（
大
野
出
張
所
長
）▼
山
路
み
よ
子（
老

人
ホ
ー
ム
支
援
員
）
▼
荒
木
康
代
（
湯
浦
保
育
所
調

理
師
）
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〜便利で効率的な公共交通に〜

本年度から一部の地域で「スクールバス」への一般混乗ができます！

■芦北町役場から白石駅行き（大岩経由）をモデル運行します。
■料金は無料です。

　本町の公共交通手段のひとつである路線バスは、利用者の減少により路線維持のための運行費補助金
額が毎年増加しています。
　このことから、効率的な運営と運行を目的に、本年６月１日（予定）からモデル的に佐敷中学校と佐
敷小学校のスクールバスに一般町民の方が無料で乗車できる運行体制を初めて実施します。

●本年３月から４月にかけて上記モデル路線の沿線住民に対し運行説明会やアンケート調査を開催して
おり、説明会でのご意見・ご要望は実施案の参考にさせていただいております。
●なお、詳細な運行体制や運行時刻につきましては、本紙次号に掲載します。

　スクールバスへの一般乗車時は、「乗車許可証」が必要です。乗車される方は許可申請を下記により
受け付けます。
●申請書を置いている場所
　役場企画財政課、田浦基幹支所、湯浦出張所、吉尾出張所、大野出張所
　※町ホームページからも可能です。
●受付
　平成２２年５月１０日㈪から受付を開始します。
●提出方法
　申請書用紙に必要事項をご記入いただき、上記申請書設置場所へ直接持参若しくは、郵送、電子メー
ル、ファックスにより役場企画財政課まで提出してください。
　確認後、企画財政課より「乗車許可証」を後日郵送致します。
●問い合わせ及び提出先
　〒 869-5498　芦北町大字芦北 2015 番地　芦北町役場　企画財政課　政策推進室　
　☎８２ー２５１１（内線２５４）　ＦＡＸ８２−２８９３　Ｅメール seisaku@town.ashikita.lg.jp

乗車される方は事前に「乗車許可証」の申請が必要です！

今後の具体的な方向

基本的な考え方

芦
北
町
役
場

佐
敷
駅

諏
訪

宮
浦

松
生

大
尼
田

立
川

俣
合

吉
尾

市
居
原

箙
瀬

白
石
駅

対象モデル路線
大岩

※主なバス停の表示です

中山間地域等直接支払制度をご存じですか？

　町と集落との間で５年間の協定を結び、協定に
基づいた活動を行うことに対し、交付金を交付す
る制度で、平場との農業生産条件の不利を補正す
るために平成１２年度から実施しています。
◆主な要件
　次の①〜③全てを満たす必要があります。
　①農振農用地区域内（将来にわたって守るべき
農地として町が指定する）農地
　② 1ha 以上のまとまりのある農地（個人で 1ha
以上という訳ではありません）
　③農業生産条件が不利な一定の傾斜要件を満た
す農地
　なお、協定締結により５年間の活動が義務付け
られますので、途中で解除することはできません。
◆協定締結期間
　平成２２年度〜平成２６年度（５年間）
※お問い合わせ
　農林水産課農政係
　☎８２ー２５１１（内線２７１）

人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）
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軽自動車税　　　　全期
固定資産税　　　　１期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

４月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　４月３０日㈮
●口座振替日　４月２６日㈪

田浦子育て支援センター   ４月の行事
　７日㈬　友達になろう！ ( 歓迎会）
１５日㈭　読み聞かせ
２０日㈫　戸外で遊ぼう
２３日㈮　手あそび・わらべうたで遊ぼう！
２６日㈪〜２８日㈬　こいのぼりを作ろう
３０日㈮　お見知り遠足（海浜公園）
◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター
　（田浦保育所内）　☎８７−００３４

お 知 ら せ お 知 ら せ

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

〜平成２２年度芦北町各種健診一括申込書～

特定健診・がん検診の申込みは済みましたか？

  

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に
あ
た
っ

て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
散
布
に
よ
る
危

害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近
く
の
養
蜂
家
と

巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に
情

報
交
換
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
ミ
ツ
バ
チ
や

巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
農
業
技
術
課

　

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
３
８
１

　

熊
本
県
畜
産
課

　

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
４
０
１

　保健センターより、各世帯主宛に「平成２２年度各種健診一括申込書」を郵送し
ています。受診を希望される健診項目の欄に「○印」を記入して、４月２６日（月）
までに各区長、班長または保健センター、役場、基幹支所、各出張所に提出をお願
いします。
　また、受診を希望されない方も、その理由を選んで、必ず提出してください。

☆特定健診とは？
　４０歳～７４歳の方を対象に平成２０年度からスタートした生活習慣病予防のための健診で、市
町村の国保、協会けんぽ、共済組合など各医療保険者に実施が義務付けられています。
　自覚症状がないままに進行する脳卒中や心臓病、腎臓病等の危険因子を発見するには、この健診
を受けていただき、自分の健康状態を自覚症状ではなく、検査データで判断することが大切です。
平成２０年度に特定健診を受けた１，２８５人のうち、異常のなかった人は２３．４％で、治療の継
続や生活習慣の改善が必要な人たちが７６．６％でした。
　特定健診は普段、病院に通院していない方はもちろんですが、通院している方もこの健診の対象
者です。下表の健診項目を参考にされ、確認できていない項目がある場合は是非特定健診を受けま
しょう。

　〔特定健診項目〕＊芦北町国民健康保険被保険者の場合
　●身長、体重、腹囲測定　　●血圧測定
　●血液検査：肝機能（ＡＳＴ、ＡＬＴ、γ－ＧＴＰ）、代謝（尿酸）、脂質（中性
　　脂肪、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロール）、腎機能（クレアチニン）、
　　糖代謝（空腹時血糖、ＨｂＡ１ｃ）、血液一般（赤血球、血色素量、ヘマトクリット）
　●心電図　　●検尿（尿糖、尿蛋白、尿潜血）

※７５歳以上の方は「後期高齢者健診」、２０歳～３９歳の方は「生活習慣病健診」として
　ご案内しています。

☆選べるがん検診とは？
　胃がん、大腸がん、乳がんなど８種類のがん検診を一
度に受診することができます。また、必要な検診だけを
選んで受診することもできます。
　芦北町では、平成１９年には８０人（全死亡者の
２７．４％）の方が「がん」が原因で亡くなっており、
死亡原因の第１位です。
　「がん」は無症状のうちに発見し、治療することにより、

「がん」による死亡のリスクを軽減することができます。
選べるがん検診は対象年齢であれば、加入の医療保険に
関係なく受診することができますので、是非、お申し込
みください。

  

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

　

水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
に
慰
霊
の
祈
り
を
捧
げ
、
環
境
再

生
・
創
造
を
誓
う
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日　

５
月
１
日
㈯

▼
時
間　

13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所　
「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」
前

　
　
　
　

(

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地)

※
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
碑
奉
納
名
簿
の
申
込

　

水
俣
市
の
親
水
護
岸
に
建
立
の
水
俣
病

犠
牲
者
慰
霊
の
碑
に
奉
納
す
る
名
簿
の
申

込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
名
簿
に
記
載

さ
れ
た
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は
厳
守
し

ま
す
。

※
申
込
書
は
水
俣
病
資
料
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課
環
境
対
策
室

　

☎
８
２
・
２
５
１
１
（
内
線
１
４
７
）

  

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

▼
受
付　

４
月
14
日
㈬
〜
４
月
22
日
㈭

▼
試
験
日　

６
月
13
日
㈰

▼
試
験
場
所　

熊
本
市
、
八
代
市

▼
受
験
願
書
の
請
求
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
、
水
俣
消
防

本
部
、
芦
北
消
防
署

※
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
消
防
本
部　

☎
６
３
・
１
１
９
２

　

芦
北
消
防
署　

☎
８
２
・
４
７
３
１

  「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア

  

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集

▼
募
集
期
限　

５
月
17
日
㈪

▼
応
募
資
格　

・
青
年
海
外
協
力
隊　

20

歳
〜
39
歳　

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア　

40
歳
〜
69
歳
（
い
ず
れ
も
日
本
国
籍

を
持
つ
方
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

国
際
交
流
機
構
九
州

　

☎
０
９
３
・
６
７
１
・
８
３
４
９

  

み
な
ま
た
未
来
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　「
海
恋
物
語
」

▼
期
日　

５
月
29
日
㈯

▼
開
場　

11
時
30
分　

▼
開
演　

13
時

▼
出
演　

野
口
五
郎
、
辛
島
美
登
里
、
中

村
あ
ゆ
み
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、

赤
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
ほ
か

▼
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

▼
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
販
売
価
格　

一
般

３
８
０
０
円
、
小
中
高
校
生
１
０
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先　

商
工
観
光
課
、
芦

北
町
商
工
会
ほ
か

※
５
月
30
日
に
は
「
み
な
ま
た
恋
路
島

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｒ
Ｋ
Ｋ
公
演
情
報
係

　

☎
０
９
６
・
３
２
８
・
５
５
２
５

  

環
境
セ
ン
タ
ー
４
月
イ
ベ
ン
ト

【
人
形
劇
】

　

た
の
し
い
人
形
劇
を
ご
覧
に
な
り
ま
せ

ん
か
？

▼
期
日　

４
月
29
日
（
木
・
祝
）

▼
時
間　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

▼
場
所　

環
境
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ

　

環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
６
２
・
２
０
０
０
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　氏　　名　　   出生日　   性別　 保護者　　行政区

宮島　寿
じ ゅ な

奈　　　２. ２０　 女　　大　志　　鶴木山
城　　顕

けんじん

仁　　　２. ２５　 男　　顕　徳　　道川内西
山下　蒼

そうすけ

介　　　３. 　１　 男　　博　章　　本町
鳥江　咲

さ き

妃　　　３.　 ３　 女　　　誠　　　米田
宇治原　一

か ず と

彪　　３. １０　 男　　竜　馬　　田浦２
德永　悠

はる

　　　　３. １２　 男　　純　也　　道川内西
岡部　光

み つ き

希　　　３. １３　 男　　新　吾　　乙千屋
池田　空

く う と

斗　　　３. １３　 男　　泰　輔　　花岡西
宮﨑　稔

じん

　　　　３. １３　 男　　隆　幸　　海浦２
上川　莉

り お

央　　　３. １５　 女　　貴　志　　井牟田１
髙本　葵

あ お い

生　　　３. １６　 男　　成　彦　　花岡北
大田　莉

り ほ

帆　　　３. ２２　 女　　和　久　　海浦１
村田　蒼

あ お い

生　　　３. ２４　 男　　光　繁　　湯浦南
栫　　和

の ど か

々　　　３. ２６　 女　　浩　史　　湯浦南　

人 口　　　２０，２９０人　　（ー７５）
男 　　　　９，４４６人　　（ー３４）
女 　　　１０，８４４人　　（ー４１）

65 歳以上　　　　７，１２６人　　（＋１）
高齢者率　　　　　３５．１％　　（＋０. １）
世 帯 数　　　７，６３０世帯　　（−４）

人口のうごき（H22.4.1 現在）　　  　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H22.3.1 〜 3.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H22.3.1 〜 3.31　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　    年齢　　行政区　

　　３.　 ４　　江邑　 男　　　 ８２　　計石東
　　３.　 ５　　堀口　忠　　　　 ８０　　田川
　　３.　 ７　　竹口　法雄　　　 ５６　　黒岩
　　３.　 ７　　竹原　サヨ　　　 ９２　　田浦２
　　３.　 ９　　川口　タミ子　　 ８２　　米田
　　３. １０　　白森　ミシ　　　 ９４　　白木
　　３. １０　　松永　守　　　　 ６６　　田浦町２
　　３. １７　　立場　ツヨモ　　 ９３　　立川
　　３. ２０　　山下　トキ子　　 ７１　　海浦１
　　３. ２０　　 人 人 本　義雄　　　 ８０　　西告
　　３. ２０　　一谷　長継　　　 ９８　　市野瀬
　　３. ２２　　牧野　ハツヨ　　 ８７　　大川内西
　　３. ２３　　篠原　フミエ　　 ９７　　田川
　　３. ２４　　宮﨑　明　　　　 ９４　　海浦１
　　３. ２４　　佐々木　サナ　　 ９４　　大岩二
　　３. ２４　　中村　重信　　　 ８５　　湯浦東
　　３. ２５　　江崎　守　　　　 ７６　　田浦４
　　３. ２７　　前田　秀雄　　　 ８２　　米田
　　３. ２９　　森下　フミ子　　 ８６　　高岡南
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

も
ぐ
ら
打
ち
す
る
子
ら
も
な
し
猫
や
な
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
道
子

内
裏
雛
今
年
も
出
し
て
老
い
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

又
ひ
と
り
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
千
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
峰
子

通
学
路
色
と
り
ど
り
の
傘
が
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
野
正
則

紺
碧
に
白
い
貴
婦
人
う
た
せ
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
茂

【
芦
北
短
歌
会
】

朽
ち
か
け
し
河
口
の
土
橋
ゆ
見
し
春
の
記
憶
に
さ
よ
り
の
群
れ
鮮
ら
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
本
史
子

春
の
雪
牡
丹
雪
と
な
り
降
り
来
れ
ど
柔
き
草
間
に
吸
わ
れ
消
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
来
道
子

ひ
っ
そ
り
と
淡
き
黄
色
に
土
佐
水
木
さ
庭
に
春
の
到
来
告
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
良
佑
子

荒
れ
た
手
の
母
の
思
い
出
た
だ
杳と
お

く
父
亡
き
日
々
を
生
き
し
手
な
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
嶋
良
子

卒
寿
な
る
母
は
今
日
誕
生
日
眠
り
た
る
ま
ま
天
命
刻
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
よ
し
子

【
田
浦
短
歌
会
】

散
り
つ
く
し
落
ち
く
る
古
葉
も
な
く
な
り
て
ひ
と
り
の
夜
の
カ
ー
テ
ン
締
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
芳
子

階
段
を
一
歩
踏
み
し
め
ま
た
一
歩
転
ば
ぬ
よ
う
に
日
日
の
リ
ハ
ビ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
本
ナ
ミ
エ

戦
時
中
父
の
築
き
し
新
波
止
に
真
鴨
・
軽
鴨
群
な
し
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
田
圭
一

横
断
を
終
え
て
深
々
礼
を
な
し
ゆ
き
し
児
童
が
わ
れ
に
手
を
振
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
良
子

す
べ
る
ご
と
過
ぎ
し
小
舟
の
曳
く
波
か
一
群
の
鴨
つ
ぎ
つ
ぎ
揺
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
辻
雅
子

俳

柳

短

歌

※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

　この制度は、新たに道路上に高齢運転者等専用駐車区間を設
置し、高齢運転者等が運転する普通自動車（軽四輪車を含む）
のみ、標章を掲示すればその場所に駐車できる制度です。
◆芦北町での適用場所　
　芦北町社会教育センター東側（町道）			 
◆高齢運転者等とは　
　①７０歳以上の方　②聴覚障がい又は肢体不自由を理由に、
普通自動車対応免許に条件が付されている方　③妊娠中又は出
産後８週間以内の方
◆標章の交付は
　高齢運転者等の住所地を管轄する警察署に申請し、交付を受けることができます。
　手続に必要なものは、◎運転免許証　◎自動車検査証
　◎母子健康手帳や出産を証明する戸籍謄本などで申請の時に示していただく必要があります。
◆専用駐車区間で駐車違反した場合は
　標章の交付を受けていない一般車は、専用駐車区間に駐車できません。違反した場合の反則金は、通常の
違反に比べて、２０００円高くなります。

平成２２年４月１９日から

「高齢運転者等専用駐車区間制度」が始まります

救急車
初度登録　H13.2
救急救命士が乗車し、救
命処置を行う。

救助工作車
初度登録　H15.11
災害現場でエンジンカッ
ター等のあらゆる救助資
器材を使用して救助活動
を行う。

消防車（ポンプ車）
初度登録　H5.12
消火栓等から水利を確保
し、タンク車へ中継送水
を行う。

水槽付消防車（タンク車）
初度登録　H19.2
1.5 ｔの水を積載し、常
に火災現場最前線で活動
を行う。

指令車
初度登録　H9.7
主に防火広報を行う。

私達は下記の車両を活用して、芦北町住民皆様方の生命・身体・財産を各種災害から護っています。

芦 北 消 防 署 の 車 両 を 紹 介 し ま す ！ ！

以上５台の車両が配備されています。
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編
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総
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２

０
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０

４
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　N
o.64

く ま も と 景 観 賞
旧薩摩街道沿い佐敷地区及び芦北町薩摩街道佐敷宿交流館

　

３
月
23
日
（
火
）、
熊
本
県
土
の
景

観
形
成
に
優
れ
た
も
の
を
表
彰
す
る
第

22
回
く
ま
も
と
景
観
賞
に
「
旧
薩
摩
街

道
沿
い
佐
敷
地
区
及
び
芦
北
町
薩
摩
街

道
佐
敷
宿
交
流
館
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
住
民
協
定
を
結
ん
で
の
街
並
み
保

存
会
の
継
続
的
な
活
動
に
よ
る
保
存
再

生
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
往
時
の
商

家
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
し
た
交
流
館
を
核

と
し
た
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

る
。
佐
敷
川
を
挟
ん
だ
対
岸
へ
も
景
観

整
備
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

薩摩街道佐敷宿交流館↑
　　　佐敷地区の街並→

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
、６
月
13
日
（
日
）
ま
で
、

「
星
野
富
弘
・
花
の
詩
画
と
詩
画
公
募
展
入
賞
作
」

と
題
し
、
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

星
野
富
弘
の
花
の
詩
画
か
ら
「
さ
く
ら
」「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
な
ど
の
作
品
に
加
え
、
公
募
展
入
賞
作
品

24
点
と
、「
風
の
丘
・
阿
蘇
大
野
勝
彦
美
術
館
」
よ

り
大
野
勝
彦
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
別
出
展
作
品
１

点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館

　
　
　「
星
野
富
弘
・
花
の
詩
画
と
詩
画
公
募
展
入
賞
作
」

▼
期
間　

３
月
10
日
（
水
）
～
６
月
13
日
（
日
）

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円　

16
歳
未

満（
中
学
生
以
下
）３
０
０
円　

６
歳
未
満（
就
学
児
未
満
）

無
料　

※
団
体
割
引
、
障
が
い
者
割
引
、
年
間
フ
リ
ー
パ

ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）
も
有
り
ま
す
。

▼
開
館
時
間　

10
時 

～ 

18
時
（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時 

～ 

17
時
（
10
月
１
日
～
３
月
31
日
）

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

作品名「さくら」

第 15回熊本県木材利用大型施設コンクール

交 流 セ ン タ ー 熊 本 県 賞
　

平
成
21
年
２
月
５
日
に
落
成
し
た
、

地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
促
進
施
設

（
交
流
セ
ン
タ
ー
）
が
、
県
産
材
を
利

用
す
る
優
れ
た
大
型
木
造
施
設
等
に
贈

ら
れ
る
第
15
回
熊
本
県
木
材
利
用
大
型

施
設
コ
ン
ク
ー
ル
で
熊
本
県
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
「
幅
広
の
集
成
材
で
籠
の
よ
う
に
格

子
状
に
編
ま
れ
た
構
造
体
は
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
木
質
の
柔
ら
か

さ
も
表
し
て
い
る
。
初
め
て
試
み
ら
れ

た
架
構
方
法
の
提
案
が
、
木
造
大
空
間

の
可
能
性
を
高
め
て
い
る
」
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。


